
支部だより

九州支部「こども気象学会」の報告

九州支部は「こども気象学会」を2010年11月20日

（土）に福岡管区気象台にて開催しました．

この「こども気象学会」の目的は『理科離れが懸念

されている中，小・中学校の子供たちに，夏休みの自

由研究や学校のクラブ活動等をとおして，「気象」に

親しみ，自ら「気象」について調べ，発表する楽しさ

を体験してもらう』ことで，開催には福岡管区気象台

及び福岡市教育委員会に後援いただきました．

今回は準備期間も短かったため，福岡市内の全小・

中学校のみを対象に募集しましたが，最終的に14作品

の応募がありました．応募者のほとんどは小学生でし

たが，小学校３年生でも素晴らしい調査をされている

ものがあり，発表会に先立って行われた審査会でも，

各委員から感嘆の声が漏れ，選考は難航しました．結

果的に，今回はすべての子供たちに発表してもらい，

内容に合わせて各種の表彰を行うこととなりました．

作品の素晴らしさとともに驚かされたのは，どの受

賞者も，調査の動機，目的，手法，工夫したことや難

しかったこと，そして，結果として何が分かったのか

などを，３分程度でコンパクトにきちんとまとめて発

表してくれたことです（第１図）．さらに，会場には

一般参加の小学生なども来られていましたが，みんな

きちんと話を聞いていてくれたことにも感動いたしま

した．

作品は，天気，雲，太陽，気温や湿度の変化などを

夏休みの間，人によっては１年以上にわたって観測，

調査し，とても小学生とは思えない客観的なデータ整

第１図 発表風景．
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理と分析を行ったうえで，新しい知識と自然のおもし

ろさに素直に感激しているものばかりでした（第２

図）．

各発表に対して，審査委員の宇平幸一支部長，木地

智美キャスター，廣岡俊彦教授（九州大学）から丁寧

なフォローもあり，表彰式まではちょっと緊張気味の

子供たちでしたが，最後の記念撮影の際には，本当に

うれしそうにしていた様子が印象的です．この体験を

貴重なものとしていただければ幸いです．

また，一般参加の方からも，是非来年は応募したい

（させたい）という嬉しいお言葉をいただくとともに，

毎日新聞の地方版でも取り上げられるなど，社会的に

もそれなりに関心を高められたのではないかと思われ

ます．

来年度以降も気象台，教育委員会など関係機関と協

力して，こうした取組の輪を広げていく予定です．

九州支部HPでは，当日の様子や応募作品の一部

を掲載していますので，是非ご覧ください．

http://msj-kyushu.jp/

第２図 作品の一例．仰木くるみさん（福岡市立三筑小学校４年生）による「雲をかんさつして天気を予想しよ
う」の抜粋（九州支部HPより）．
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